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Discrimination & Inequality: The Plight of the Chinese Migrant Worker 
 
Abstract 
 Migrant workers are laborers who have left their rural communities to work in one of the 
many city centers across China. And while the migrant worker has been an indispensable cog 
in the development of the Chinese economy, most are ineligible from obtaining a Hukou, a city 
or provincial social insurance number which would otherwise grant them access to social 
services such as health coverage and child education. Without a Hukou registry number, the 
migrant worker is often relegated to the status of second-rate citizen, and is subject to 
discriminatory practices that affect him or her in both the workplace, and asa citizeninteracting 
in society as a whole.  
 This article analyses the discrimination leveled toward migrant workers in concrete terms and 
endeavors to propound pragmatic measures toward solving the issue.  
 Specific instances of how the migrant worker is discriminated against, includes, but is not 
limited to: infringement upon his or her basic rights as a citizen; wage exploitation and 
inadequate measures put in place to ensure safe working environments;non-conferral status of 
social security payments; the absence of child education support. Sustainable development vis 
a vis social stability will be hard to realize should the plight of the migrant worker not be 
sufficiently addressed. Possible measures in alleviating discrimination and dealing with unjust 
treatment should include: reforming the Hukou registry system; increased scrutiny in managing 
labor markets; improve upon vocational training and the education system;foster new relations 
between municipalities and rural villages; implement and ensure workers rights in the hiring 
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 第 3 章では、農民工が労働し生活する前提としての市民的および政治的地位について、
平等、政治参加、結社、移動と居住の自由、人身の自由、教育のそれぞれの側面から分析
し、中国国民として保障されるべきことが謳われている諸権利が広範囲にわたって侵害さ
れ、市民生活における差別・不平等が恒常化している実態を明らかにしている。 
 第 4章では、農民工の労働における差別・不平等の実態を、就業、報酬取得、職業安全、
職業訓練、労働紛争処理の側面から分析している。そして、戸籍管理と就業管理を一体的
に改革することで就業の差別を解消するとともに、都市と農村を統一した労働市場の構築
の必要性を提起している。 
 第 5章では、農民工の社会保障における差別・不平等の実態を取り上げ、農民工に対す
る社会保障が欠落し、一部で社会保険への加入の動きがあるものの、流動性が高くて進展
せず、加入してもその制度自体が欠陥を持っていること、その根源には、都市と農村の二
元構造による制度の二元化があることを明らかにするとともに、農民工の社会保障問題を
解決することが中国社会の安定化にとっても極めて重要な意義を持っていること、その解
決のためには、農民工を都市の社会保障体系に組み入れることを基本に置きつつ、段階的
に整備を進め、将来的には都市と農村の社会保障を接合し整合性を図る必要があることを
提起している。 
 第 6章では、これまでの分析を踏まえて、農民工の差別・不平等の克服に向けた課題を
提起している。具体的には、社会全体が農民工への誤った認識を解消し、農民工が経済と
社会の発展にとって積極的な役割を果たしてきたことを正しく認識すること、そのうえで、
農民工の差別・不平等の解消を、「三農（農業、農村、農民）問題」の解決と結びつけて取
り組むべきこと、農民工の就職制限、給与の遅延・未払い問題などに対して政府が就職管
理を行い農民工へのサポートを実施すること、農村労働力の役割を見据えた経済発展戦略
を設定すること、農民工の労働能力向上のために教育と職業訓練を整備すること、農村地
域における生活基盤の整備など積極的な意味での「非農業化」と都市と農村の新たな発展
関係の構築を図ること、以上の諸点を提起している。 
 本論文がテーマとして設定した農民工における労働・生活における差別・不平等の問題
は、中国の社会保障研究における重要な検討課題として意識されてきたテーマであり、ま
た中国政府も社会発展のために解決すべき課題であるとの認識を示して新たな対応を示し
てきていることから、研究においても実際の政策においても焦眉の課題となっており、テ
ーマの設定として妥当である。テーマ設定にあたっての問題意識は明確である。 
設定されたテーマの分析にあたっては、問題の性格上、一次資料にあたる公式統計や調
査および分析資料は極めて限定されていることから、関連する文献・情報を、雑誌・報道
資料の類も含めて収集し、そこから見えてくる動向や実態をもとに分析している。こうし
た方法は一定の限界を持っているが、現時点で取り得る唯一の可能な方法と判断でき、分
析方法として妥当である。この方法が論文全体において統一されている。 
内外の研究文献および資料・文献の参照および扱いについては、前述のとおり活用しう
る文献・資料などに限界があり、学術的研究の範囲に入らないものも含んでいるが、使用
された文献・資料の提示については、一部に不十分さはみられるものの、概ね適切である。 
課題の設定から結論に至るプロセスは、首尾一貫しており、論理的な矛盾はみられない。
さらに、設定されたテーマと検討から導き出された結論は、上で指摘したように、今日的
な意義を有しており、近年、活発化しているアジア社会保障研究においても、本論文のよ
うに差別・不平等を正面から取り上げた研究は少なく、その意味でも独創性を持っている。 
 口頭報告及び論文検討会においては、農民工の差別・不平等を問題化した主体をめぐっ
ていくつかの指摘があり、その点と関連して、中国の経済発展における農民工問題の今日
的位置と問題を扱う角度の変容へ言及することの必要性が指摘された。また、本論文がと
っている分析方法についてもさらに工夫を求める意見も出された。 
 審査委員会は、これらを踏まえ、かつ、審査基準と審査項目に照らした評価を総合して
判断し、全員一致で本論文が博士論文の水準を満たしているものと判定した。 
